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1. 出荷状況、打設状況「⾒える化」
出荷状況・打設状況が双⽅向で⾒えるため「Just in Time」を実現。⽣コン⾞の
待機時間を減らせ、よりフレッシュな⽣コンの打設が可能になり品質が向上します。

2. 帳票作成の効率化
打設帳票や管理図作成の時間を短縮できるので、残業が減り⽣産性が向上します。
従来の国⼟交通省やNEXCOの書式に加え、阪神⾼速道路の様式に対応

3. ⽣コン数量の最適化
⾒える化による先⼿管理で無駄を削減でき、⽣コン数量の最適化が図れます。

導入の効果

Q & A

生コン情報を電子化

it-Concrete は、
⽣コン情報をクラウドサーバーでリアルタイムに⾒える化

国土交通省が推進する のサプライチェーンマネジメントに対応しています。

関係者は、スマホやタブレット等で、どこからでも打設の状況を確認することが

でき、コンクリート工事の品質向上や現場の生産性向上に寄与します。

2023年 7月 ：デジタルツイン（MAP）スピード改善

2023年11月 ：4G用GNSS専用端末対応

2024年 2月 ：「トレミー管打設管理」機能追加

⽣コン⼯場の協⼒が必要とのことですが、具体的に何をすれば良いですか︖
A.打設前に⽣コン工場に出荷時の操作について説明し、ご協⼒を頂く必要があります。
どれくらいの打設数量から利⽤効果が⾒込めますか︖
A.これまでの実績により、1回の打設が100ｍ３程度から効果が⾒込めます。

⽣コン⾞の納⼊容積は、変更が可能ですか︖
A.伝票情報の⼊⼒画⾯で、伝票ごとの納⼊容積が変更できます。

電話や無線は不要になりますか︖
A.スマホやタブレットにて共有できるため、電話や無線は無くても運用できます。

帳票作成では、どのくらい時間が削減されますか︖
A. 従来、半日を要していた作業が10分程度に短縮されます。
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導入費用・お問合せ先
【基本機能】 打設状況管理・品質試験記録
〇 初期設定費用
7万円／作業所（税抜）

〇 ⽉額利用料
登録⽣コン数量あたり 75円/ｍ3(税抜)

【オプション】 ⽣コン⾞位置 専⽤GNSS端末
〇 3G用（TranSeeker）
管理費 1,200円/台 使用料 70円/台日

〇 4G用（TranSeeker 4G）
日建リース工業(株) へお問合せ下さい

【オプション】 ⽣コン⼯場連携
販売代理店へお問い合わせ下さい

●販売代理店
日建リース⼯業（株）03-3295-9157
日建片桐リース（株）011-251-6777
タイトレック（株） 092-525-9757

●販売元
成和コンサルタント(株) 

it-concrete@seiwac.jp

●専⽤GNSS端末
日建リース⼯業（株） 03-3295-9157
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⽣コン⼯場の出荷管理
システムから⽣コン情
報が自動送信されます

 it-Concreteのメイン画面

⽣コンの練混ぜから打込みまでをクラウドサーバーで⼀元管理

出荷/運行管理
出荷情報の自動送信

⽣コン⾞の運⾏情報を⾒える化

受入/品質管理
⽣コン⾞の受⼊(待機)状況
品質試験結果の情報共有

打設管理
荷卸、打込みの管理
及び帳票記録の出⼒

★オプション

InternetInternet

インターネットにつながる端末で打設状況を確認

 it-Concreteの全体概要  集計表・進捗グラフ

記録
出⼒

打設記録表・品質管理図

 品質試験記録

打設集計表

【打設進捗 全体】

打設進捗グラフ

集計表は、⽣コン⼯場からの出荷台数や打
設進捗状況を数量で確認でき、最終の⽣コ
ンを注文する際に活用できます。

打設進捗グラフは、⼯事担当者が打設の進捗
状況の把握・管理に利用することで、打設終
了時刻の予測に活用できます。

 ⽣コン⾞位置（デジタルツインMAP） ★オプション

打設記録表・品質管理図の帳票出⼒に加え、品質試験写真が添付できます。

品質試験の結果を⼀元管理

試験結果⼊⼒

NEW

⽣コン⾞位置は、専用GNSS端末を使用して、インターネットの地図上に表示、到着時刻の
予測、⽣コン⾞の待機状況が確認できます。 3G用専用端末では約3分更新で可視化します。
2023年7月のデジタルツインスピード改善により、4G用専用GNSS端末では約3秒更新と
リアルタイム性が向上するため、ゲート⼊退場時や離合時の安全性向上にも貢献します。


